(別添様式１)
平成２４年度　当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：特定疾患対策費
	事業名:新重症難病患者拠点・協力病院非常用電源設備整備事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　健康福祉部保健医療課母子・特定疾患担当　電話番号：058-272-1111（内２５４７）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：2,484千円（前年度予算額：0千円） ※新・地域療育再生基金事業
	要求内容


	１　要求の内容


東日本大震災の影響で、電力が安定供給されない事態が浮き彫りになり、ＡＬＳ＊等在宅人工呼吸器等使用患者の災害時における電源確保が喫緊の課題となっている。非常用電源装置は震災等が発生し、電力が不足した際にも、人工呼吸器等の稼働に必要な電力を供給する装置であり、これを難病医療拠点病院・協力病院が整備し、患者へ無償で貸し出すことにより、災害時にも人工呼吸器の稼働が可能となる。
　　　　　　　＊ALS：筋萎縮性側索硬化症　手足・のど・舌の筋肉や呼吸に必要な筋肉がだんだんやせて力
がなくなっていく病気
	２　所要経費


重症難病患者等拠点・協力病院の非常用電源装置（非常用発電機及び無停電電源装置）の整備費
〇補助率：国庫補助1/3、県費補助1/3（基金）、事業者負担1/3

〇補助額：
　　非常用発電機

　　　207千円（国補助単価）× 18台 × 2/3(国庫1/3、県費1/3) ＝ 2,484千円
　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


 Ⅰ　安心して暮らせる岐阜県づくり
　 ３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる。

　　 Ⅳ　障がい者の地域生活支援

	２　これまでの取組状況


　現在岐阜県では３６の医療機関を難病拠点・協力病院に指定し、すべての圏域で重症難病患者の受入れを行える体制を整備している。

東日本大震災後、ＡＬＳ等の疾患により、在宅で人工呼吸器等を装着している患者の非常時における電源の確保が喫緊の問題となっている。
	３　これまでの取組に対する評価


県内５圏域すべてに重症難病患者拠点病院もしくは協力病院が所在し、重症難病患者に対して、迅速に適切な処置を行うことが可能となっている。
在宅で人工呼吸器等を装着しているＡＬＳ等の患者のうち非常用電源装置を確保できている患者はまだまだ少数のため、非常時における電源の確保について補助を行っていく必要がある。
	決定額の考え方


　
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,484
	1,242
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,242

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


